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■手摺壁(内/外)

仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(t=13)

■笠木
仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　　　折り曲げ加工

■軒天
既存鉄骨現し　の上
エキスパンドメタル溶接

■手摺
木手摺・塗装

■見切金物

■スロープ床
仕上：デッキ材貼 ■手摺壁(内/外)

仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(t=13)

■床
既存のまま

■スロープ床
    仕上：デッキ材貼

4650

■手摺壁(内/外)

仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(t=13)

 

■笠木
仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　　　折り曲げ加工

■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　出隅金物
・止り縁金物

■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　出隅金物

■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　入隅金物

■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　入隅金物

■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　出隅金物

 
■ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　止り縁金物

壁・手摺は既存のまま

■手摺壁側面
　既設樋取出し部

29650

X5X4X3X2

既設
グレーチング
床部雨水排水

1
70
0

1
70
0

Y0

Y1

Y2

テラス

SA-06

スロープ改修_平面図

A1：1/50　A3：1/100

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度



※ 記載寸法※は現地確認の上、現況を優先する。
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西立面図

床/既存のまま
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※

約
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50

0
※

1
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1
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0
1
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0

約
9
31

0
※

スロープ　手摺壁・床

スロープ 軒天

みち１

スロープ　手摺壁・床

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　笠木交換
壁：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼
床：デッキ材

スロープ 軒天

構造鉄骨部：ケレンの上
　錆止め塗装2回塗の上
　高耐候性フッ素樹脂塗装
　の上エキスパンドメタル溶接

構造鉄骨部：ケレンの上
錆止め塗装2回塗の上
高耐候性フッ素樹脂塗装
の上エキスパンドメタル溶接

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板笠木交換
壁：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼
床：デッキ材張り

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板笠木交換
壁：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼
床：デッキ材張り

21000

21000

東立面図

スロープ　支持部鉄骨

構造鉄骨部：ケレンの上
錆止め塗装2回塗の上
高耐候性フッ素樹脂塗装
（埋設部含む）

構造鉄骨部：ケレンの上
錆止め塗装2回塗の上
高耐候性フッ素樹脂塗装
（埋設部含む）

約
4
5
00

※

スロープ　支持部鉄骨

構造鉄骨部：ケレンの上
錆止め塗装2回塗の上
高耐候性フッ素樹脂塗装
（埋設部含む）

約
9
77

5
※

▽２FL

▽踊り場

▽１FL

1
70

0
3
00

04
70

0

▽B１FL

3
00

0
2
55

0

▽軒高さ

2
72

0

▽最高高さ

スロープ　支持部鉄骨(SC-1 100Φ)

15000

▽２FL

▽踊り場

▽１FL
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芯
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1700

SV3100ΦSV3
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SG4
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100 10
0

1
25

SV3100Φ

SV3

10
0Φ

SG4
125Φ

SV3

10
0Φ

SV3100Φ

SG4
125Φ

X6−X7間スロープ支持部詳細　1/25(A3 1/50)

X6 X7

RCt300

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号
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検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園
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者

設
髙橋　幸子
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令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度

スロープ改修_立面図

A1：1/100,1/25　A3：1/200,1/50
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笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35折曲げ加工
　　　溶融亜鉛メッキ溝型鋼t1.6捨笠木
　　　溶融亜鉛めっきt1.6加工型材30x150
　　　タッピングビス留
　　　角型鋼管50x100 t2.3(溶融亜鉛めっき) 
　　　既存梁に@2000溶接留

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

SV1

A-A'断面図

50

A-A'平面図

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

SG3

SP2

SV2 SV2

SV2SV2

SV2 SV2

SV2SV2

SP2

SP2

SP2

SP2

SP2

SP2

SP2SG3

SV2 SV2

SV2SV2

SV2 SV2

SV2SV2

SG3 SG3

SG3 SV2 SV2

既存構造鉄骨

柱　　SP2:St-□100x100x12(STKR490)
梁　　SG1:St-□100x100x12(STKR490)
梁　　SG3:St-□100x100x12(STKR490)
壁斜材SV1:St-□100x100x 6(STKR490)
床斜材SV2:St-□100x100x 6(STKR490)

SG1 SG1 SG1 SG1

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

SG3 SV2 SV2

床：デッキ材貼38x130@133
　　タッピングビスにて固定
　　高耐候型浸透性
　　木材保護塗料(WP) B種

881474※88

スロープ手摺壁下部

部分詳細図　1/10

3
8

7
2
※

1
25

200 485 485 200

アングルピース(根太固定）
ST-L125x75x7 L100 (溶融亜鉛めっき)
既存SG3溶接

根太：
St角型 125x75x2.3(溶融亜鉛めっき)
アングルピース溶接留

２次防護床：エキスパンドメタル
  XG-21 t4.5(溶融亜鉛めっき)
  既存梁SV2,受けSt-L65x65x6に溶接

13.5 1270 13.5

床：デッキ材貼38x130@133
　　タッピングビスにて固定
　　高耐候型浸透性
　　木材保護塗料(WP) B種

エキスパンドメタル受け用
St-L65x65x6 L-100(溶融亜鉛めっき）
SG３に溶接

1
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0
(
原
設

計
　
構

造
図
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り
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(
原
設
計

　
構
造
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り
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265

建物X5壁ライン

124

88

112

50

176

3
8

200 575 575 200

88 12 1450 12 88

※過去図面表記ずれあり(195〜335）
  床高さは既存FL高さ合わせ

200 485 485 200 200 575 575 200

デッキ材 38x130 @133
タッピングビスにて、
根太に固定

アングルピース(根太固定）
ST-L125x75x7 L100 (溶融亜鉛めっき)
既存SG3溶接

根太：
St角型 125x75x2.3(溶融亜鉛めっき)
アングルピース溶接留

２次防護床：
エキスパンドメタルXG-21 
t4.5(溶融亜鉛めっき)
既存梁SV2,受けSt-L65x65x6に溶接

1294※

下り壁水切・水切
:ガルバリウム鋼板（壁と同材）

壁壁壁 壁14741294

２次防護床：
エキスパンドメタルXG-21 
t4.5(溶融亜鉛めっき)
既存梁SV2,受けSt-L65x65x6に溶接

デッキ材  38x130  @133
タッピングビスにて、根太に固定

　

エキスパンドメタル受け用
St-L65x65x6 L100(溶融亜鉛めっき）
SG３に溶接

エキスパンドメタル W=1350 エキスパンドメタル W=1530

手摺指示部材 
：既存 溶融亜鉛めっきFB 25x9 再利用
　木手摺：既存カラマツ集成材 再利用
　高耐候型浸透性木材保護塗料(WP) B種

　

　
スロープ床
▼FL±0

※手すり高さはスロープ床
から高さ1100を確保すること　

スロープ床
▼FL+1100

　
スロープ床
▼FL±0

※手すり高さはスロープ床
から高さ1100を確保すること　

スロープ床
▼FL+1100

２次防護床：
エキスパンドメタルXG-21 t4.5(溶融亜鉛めっき)
既存梁SV1,受けSt-L65x65x6に溶接
＊施工時・維持管理時の歩行床

手摺壁(スロープ内外両面)
仕上　：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ t=13
　　　　胴縁に高さ@303タッピングビス留
横胴縁：亜鉛溶融めっき鋼　25x25xt2  
　　　　高さ@303　@2000に柱に溶接
　　　　※溶接時の塗装剥がれ部は適切に
　　　　　処理すること

新規鉄骨　　

SS400　溶融亜鉛めっき

※床部下地根太・アングルピース寸法は
  溶接の順序・施工方法検討の上、
　監理者と協議の上調整すること

※ 記載寸法※は現地確認の上、現況を優先する。
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50 1370(構造フレーム間) 50

1470 230 1650

50 1550(構造フレーム間) 50

16502301470
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2
0

既存鉄骨•他残置鉄材(壁・床共）
：ケレン(B種)・錆止め塗装2回塗
　+高耐候性フッ素樹脂塗装

鉄骨部　塗装仕様

○ 既存鉄骨•残置鉄部材

　　　：B種ケレンの上、錆止め塗装２回塗高耐候性フッ素樹脂塗装仕上げ

　・防錆塗装：JIS K5674 (2回塗）

　・塗装　　：下塗・中塗を含む使用する塗料のメーカー標準仕様によること

　  　　　　　下記参照工程

　  　　　　　下塗：JIS K5674　２回塗（錆止め塗装）

　  　　　　　中塗：変性エポキシ樹脂塗料

　  　　　　　上塗：ふっ素樹脂塗料

　  　　　　　仕上：高耐候性フッ素樹脂塗装仕上

○ 新設鉄骨は溶融亜鉛めっきとし、塗装は図面の指示のある部分に限る

○ 溶融亜鉛メッキを溶接し、めっき層が剥がれた際塗装膜は補修塗料を適切に塗布すること

断面位置図

B
-B
'

A
-A
'

C
-C
'

D-D'

X3 X4 X5

Y2

Y0

Y1

X7X6

X2

壁材役物
：下り壁水切 60x20
＊壁端部と４mm以上
　開けて設置すること

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 　t13

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 　t13

▼スロープ床FLデッキ材

胴縁:St 角型鋼25x25
　　・溶融亜鉛めっき 
　　高さ@303 に設置
　　@2000にて柱に溶接留

 

既存鉄骨・他残置鉄材
ケレン(B種）の上、
錆止め塗装 2回塗以上
高耐候性フッ素樹脂塗装

 

手摺壁外側　最下端胴縁
：St -□25x25 溶融亜鉛めっき@2000柱に溶接留
　錆止め塗装 2回塗以上+高耐候性フッ素樹脂塗装

下り壁水切り
＊壁端部と４mm以上
　開けて設置すること

エキスパンドメタル

SG3 SG1

SP2

東京都港区新橋4丁目１番１号
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図面番号

照査 管理・主任
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協力事務所
担当者

名　　　称
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設
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令和　8　年度

スロープ改修_詳細図01

A1:1/10,1/5   A3:1/20,1/10
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1700

B-B'断面図

※ みち１平坦部　内側の手摺壁 撤去時の注意事項

既存板・既存下地を撤去する際、既存の床材・防水層を傷める可能性があ
る場合は、撤去の範囲を監理者と協議すること。

※平場部　手摺壁の構造　注意事項

みち１の手摺壁はR４年図にて、木造から鉄骨造に柱等が
変更されているため、既存利用とする。
木構造が残っている場合は、監理者と協議すること。

床材

寸法※：寸法は現況を優先とする

寸法※：寸法は現況を優先とする

手摺壁

木手摺

C-C'断面図 寸法※：寸法は現況を優先とする

X3〜X5間

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

1
4
56

※

1
1
01

※

※過去の図面寸法記載が不定（195〜335)
　のため仕上げ撤去の上現況を確認の上、
　監理者と協議のこと
※床レベルは既存合わせ

1
10
5

90° 90°

壁同材役物
：横継手カバータイプ w50

壁同材役物
：出隅カバータイプ w56

 

壁同材役物
：止縁 w21

みち１(水平部)
床：既存のまま
　（高耐食性木材貼）
　

1
29
0
※1
10
5

1
85

※
2
00

▼手すり壁高さ

▼みち１　FL±０

▼RC レベル

▼木手擦高さ

既存鉄骨床梁
100x100

X3

D-D'断面図

※過去図面表記ずれあり
　床レベルは既存合わせ

既存床排水の取り出し口  既存残し
壁部: 周囲開口補強　
四周ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板止まり縁役物設置
約250x150（既存合わせ）
壁同色シールにて止水処理

根太：
St角型 125x75x2.3 溶融亜鉛めっき
梁にアングルピース留（溶接）

デッキ材 38 x130@133
タッピングビス留

２次防護床：
エキスパンドメタル・溶融亜鉛めっき
既存梁SV2,受けSt-L65x65x6に溶接

　
スロープ床
▼FL±0

※手すり高さはスロープ床
から高さ1100を確保すること
　
スロープ床
▼FL+1100

2
05
※

壁：ガルバリウム鋼板貼

根太：
St角型 125x75x2.3(溶融亜鉛めっき)
アングルピース溶接留

1
29
0

SG3

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35折曲げ加工
　　　溶融亜鉛メッキ溝型鋼t1.6捨笠木
　　　溶融亜鉛めっきt1.6加工型材30x150
　　　タッピングビス留
　　　角型鋼管50x100 t2.3(溶融亜鉛めっき) 
　　　既存梁に@2000溶接留

断面位置図

3
3
5
※

2
0

床仕上：既存のまま
（高耐食性木材貼）

手摺壁端部まで　約14,650※

下がり壁水切
60x20

スロープ手摺壁ライン
（X5-X7間）

Y0 Y1

Y0 Y1

SV1

SV1

SG2

SG1

S
P2

2
0
0

水切り：
ガルバリウム鋼板折り曲げ加工

見切：既存のまま

シール：既存のまま

既存壁：カラマツ板貼　
t３０ort１５

既存壁：カラマツ板貼　
        t３０  or  t１５

水切り：
ガルバリウム鋼板
折り曲げ加工

外壁：ガルバリウム鋼板スパンドレル貼

176

5025 13

水切：ガルバリウム鋼板t0.35
　　　折曲げ加工  h90xd40

手摺壁(内外)
構造下地：既存再利用 鉄骨は
ケレン(B種)・錆止め塗装2回塗
 +高耐候性フッ素樹脂塗装
横胴縁：亜鉛溶融めっき鋼25x25xt2  @303
仕上：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ　t13 

 

1
10
5 
 ※

 
高
さ
=1
10
0以

上
確
保

38

88

手摺指示部材 
：既存 溶融亜鉛めっきFB 25x9 再利用
　木手摺：既存カラマツ集成材 再利用
　高耐候型浸透性木材保護塗料(WP) B種

　

 

アングルピース(根太固定）
ST-L 125x75x7 L100  溶融亜鉛めっき
既存St-□100x100に溶接

２次防護床：
エキスパンドメタルXG-21 t4.5(溶融亜鉛めっき)
既存梁SV1,受けSt-L65x65x6に溶接

40

120

既存鉄骨•他残置鉄材(壁・床共）
 ケレン(B種)・錆止め塗装2回塗
 +高耐候性フッ素樹脂塗装

床：デッキ材貼　38x130@133
　　タッピングビスにて固定
　　高耐候型浸透性
　　木材保護塗料(WP) B種

1409※

下がり壁水切
60x20
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東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号
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図面名称

図面番号

照査 管理・主任
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協力事務所
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令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計
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設
髙橋　幸子
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鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度
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